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の拡張,血栓形成を認めた.7月13日手術を施行.右第

7肋間開胸し,横隔膜を切離後,肝後面より IVCを刺

離 した.IVC を切開後,閉塞および狭窄化している組
織を切除し,末栴側 IVC と肝静脈内の血栓を除去し,
馬心映 (Xenomedica)を用いてノミ.ソ手拡大Lた.術後

の検査では.閉塞はなく,血栓も消失し,良好な流れと

なっていた.退院後は肝榛能を中心iこfollow-upして

いる.

301術前診断が可能であった膝嵩動脈外膜嚢胞
の 1例
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昧窟動脈外膜蕪胸は血管外膜に蕪胞が発生し.その圧

迫により膝窟動脈の狭窄及び閉塞を来たす,比較的稀な

疾患である.

今回.われわれは本症の1例を経験 した.症例は･･15歳

の男性で,間欠的蚊行を訴えて受診した.血管造影で株

高動脈に壁外圧迫による閉塞所見を認札 CI'scこln,MRl

を施行,蕪胞を明確に描出し.術前に確定診断を得る二

!二が可能であ-lた.

本症の術前診断法及び.手術方法に関して若い-I)考察

を加え,報告する.

31ト 下肢静脈境 に対する時化療法の経験
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11例の下肢静脈癖硬化墳法を行--､た.全例女性で37-

65歳､病悩期間は11-＼36年であ一言二.伏在静脈型は6例

でいずれも大伏在静脈Cり高位結集を先行して行った.硬

化剤はコンクNaをF†n､.施行後7F~≡日~駆り局所旺迫を

行った.穿刺針は 27G -1'トム針で.1回の施行で〔り硬

化部位は3箇所までとした.食倒で症状の著明な改善が

得られたが,合併症として硬結3例.水泡形成2例を認

めた.1例で効果不良のため,再度効果療法を施行した.

この具体的な手順を供覧する.

321虫垂粘液嚢胞腺腫の 1例
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症例は57才女性.右下腹部痛を主訴として来院.注腸

X線検~酎こて盲腸に内下方よりの管外性の圧排像を認め

た.LTS,C′1､6こてrljl盲部に嚢胞性病変を認めた.大腸

内視鏡検査にては虫垂F]に----･致 して輪状C')撃を伴-､た粘

膜下腫場様Lり隆起が見(､わた.虫垂陸幕として開腹した.

虫.郵 よ著しく障大し緊満 Lており.虫垂限部に弾性硬

の腰痛を認めた.いわゆる,粘液感の状潜と思われた.

悪性疾患も否定できなかったので賠騒右半切除術を施行

した.虫垂を開くと粘液が大亀に流出した.虫垂限部は

瞳癖で閉塞されていた.腫癌U)割面は長径が約 1()Inm

の類円形であり粘液で光沢を帯びていた.

病理組織学的に粘液嚢胞腺腫上診断さ,t豆二.

術後経過は順調であー･､た.

33∋下頒部痛を主訴とした急性腹症の緊急

手術例
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下腹部痛をきたす疾患は各科磯城をこまたがり予多彩で

あるため,産婦人科,泌尿革科的な知識,治療 書手節手

技に習熟しておく必要がある.当掛で経験 した下腹部急

性腹症により緊急手術を施行した症例は,大腸穿孔性陀

膜炎 (憩室 ･宿便性6f札 癌 :1例l. 1′し巾..く3fyJTj.特

発性空 ･回腸穿孔二王例,卵髄索陸 (叢捻転3例,破裂 ･

出血11例.:i-うトーー-71例),子宮外妊娠3例,子宮附

属器炎5例,尿閉 ･際離陸壕1例である.こI.汗'の疾患

の診断は,腹部単純 X-Ⅰ〕,腎撮影 (I)IPl,腹部ユニ~--.
断層X線検査 in､1,直腸指診,嘩痛等n順部触診所見,

て利潤すれば,ほを蓄診断が可能と思われる.当料におけ

る診断の楕診率は大腸疾患糸はほ1()OOo.小腸疾患こi()0(ト

産婦人科骨盤臓器系約809｡.泌尿器糸lOOOoとは由満足

すべき診断を得ている.これらの疾患の手術症例の供覧,

手鮪治療方針につき報告する.


